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「
高
架
」よ
り「
住
み
や
す
い
」ま
ち
づ
く
り

　
６
月
末
、「
鉄
道
高
架
」
を
テ
ー

マ
に
開
か
れ
た
「
く
し
ろ
ロ
ー
カ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」。「
そ
の
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
寄
せ
ら
れ
た
意
見

の
多
く
は
「
賛
成
で
は
な
い
」。
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
し
た
村
上

議
員
が
議
会
で
紹
介
し
ま
し
た
。
ま

た
、
釧
路
市
主
催
の
市
民
説
明
会
で

も
同
様
で
、
市
民
の
盛
り
上
が
り
は

あ
り
ま
せ
ん
。「
い
ま
高
架
じ
ゃ
な

い
！
」。

　
冷
涼
な
気
候
や
豊
か
な
自
然
が
人

気
を
集
め
て
い
る
釧
路
市
は
体
験
移

住
事
業
「
ち
ょ
っ
と
く
ら
し
」
で
、

10
年
連
続
全
道
１
位
で
す
。し
か
し
、

「
住
み
や
す
さ
」
で
は
課
題
が
あ
り

ま
す
。

　
東
洋
経
済
新
報
社
が
「
住
み
や
す

さ
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
２
１
（
市
・
区

８
１
２
自
治
体
）を
発
表
し
ま
し
た
。

帯
広
市
１
３
４
位
、
苫
小
牧
市
１
６

２
位
、
釧
路
市
は
５
３
９
位
で
す
。

なにより「いのちと暮らし」
　
日
本
共
産
党
釧
路
市
議
団
は
、
議
会

開
会
前
の
８
月
23
日
、
副
市
長
と
教
育

長
に
「
乳
幼
児
・
児
童
生
徒
へ
の
感
染

拡
大
に
係
る
対
策
に
つ
い
て
の
要
望

書
」を
渡
し
、申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
九
月
議
会
の
一
般
質
問
で
は
、

四
人
の
党
議
員
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
質
問
。
迅
速

な
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
求
め
た
と
こ
ろ
、

市
長
は
「
11
月
中
に
完
了
し
た
い
」
と

答
弁
。
誰
で
も
無
料
で
受
け
ら
れ
る
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
に
つ
い
て
は
、
後
ろ
向

き
の
答
弁
に
終
始
し
ま
し
た
。
本
人
が

　
そ
こ
で
、「
子
ど
も
の
医
療
費
負

担
を
軽
減
す
る
」「
水
道
料
金
を
下

げ
る
」「
お
年
寄
り
の
施
設
を
増
や

す
」
な
ど
、
暮
ら
し
と
子
育
て
支
援

の
充
実
を
提
案
し
ま
し
た
。
市
長
は

「
数
字
は
参
考
に
す
る
」
と
言
い
ま

す
。
し
か
し
、
長
期
滞
在
者
だ
け
で

な
く
市
民
も
「
住
み
や
す
い
釧
路
」

と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
こ
そ
必
要
で

す
。

調
査
・
要
望
・
提
案 
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に

8/23　副市長・教育長に要請

保健所機能の抜本的強化を！
　共産党議員団は、「保健師等の大幅増員及び保
健所機能の抜本的強化を求める意見書」を提案し
ました。内容は、保健師が業務量増加によって精
神的負担が重くなっていること。この間保健所の
人員が減らされて感染症に弱い体制になってしま
ったこと。よってこれまでの方針を抜本的に転換
してほしいという、誰もが願っていることです。
　しかし今回もまた、自民党、公明党などの反対
で採択されませんでした。

各会派の賛否

共産 自政ク 市民連合 新風 新創 公明

〇 × 〇 × × ×

希
望
し
て
い
な
い
の
に
自
宅
療
養
を
さ

せ
る
こ
と
は
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い

と
い
う
要
望
に
は
、
道
の
権
限
に
関
す

る
こ
と
と
答
弁
。
こ
れ
で
は
釧
路
で
も

病
床
が
一
杯
に
な
っ
た
場
合
、
入
院
で

き
な
い
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
と
い
う

不
安
が
解
消
で
き
ま
せ
ん
。

　
中
小
事
業
者
支
援
に
つ
い
て
は
、
道

の
特
別
支
援
金
だ
け
で
は
金
額
が
少
な

い
の
で
、
市
が
そ
れ
に
上
乗
せ
で
き
な

い
か
提
案
。
質
問
後
、
道
の
特
別
支
援

金
に
10
万
円
上
乗
せ
す
る
条
例
案
が
出

さ
れ
成
立
し
ま
し
た
。

９月議会報告

　
子
ど
も
の
医
療
費（
が
か
か
る
）

　
　�

７
８
４
位

　
20
～
39
歳
女
性
人
口
当
た
り

　
０
～
４
歳
児
数�

７
１
３
位

　���

老
年
人
口
当
た
り
施
設
定
員
数

（
が
少
な
い
）�

６
６
７
位

　
水
道
料
金
（
が
高
い
）

　
　�

６
４
９
位

釧路市のランキング



村上和繁�議員

　今年も自衛隊から、市内の公道で
戦車を走らせる訓練をやりたいと
市に連絡がありました。このような
訓練は必要性があるのか、蝦名市長
の考えをただしました。市長は「自

衛隊の訓練は必要なこと。最も信頼できる組織は自
衛隊という調査結果もある。」などと答弁。コロナ
禍であっても自衛隊に訓練中止を求めるどころか、
台数を減らしてほしいとか、毎年はやらないでほし
いなどといった要望さえもしていないことも判明。
公道に一般車と混じって、戦車が連なって走ること
に全く違和感を抱いていま
せんでした。苫小牧市のよう
に、せめて騒音を測って公開
くらいはできるのではない
でしょうか。

　ある学校の「学習アンケート結果」
（どんな気持ち、思いで学習してい
るか）に驚きました。学ぶ意味が感
じられず「ただテストで良い成績」

を取ればいいと考える生徒、クラスメイトは「競争
相手」だという生徒、置いていかれないよう「不安
を抱えて頑張る」生徒。５人に１人が、そう思って
います。教育長の受け止めを質しました。
　学力テストの実施など、学習・「学力向上」に追
われている生徒。学校から「ゆとり」が失われてい
る。教育行政の「振り返り」を求めました。

　千島海溝・日本海溝沿いの巨大
地震の大津波について質問しまし
た。

釧
路
火
発
の
異
常
音
の

原
因
調
査
と
再
発
防
止
を
求
め
る

　
７
月
11
日
と
12
日
、
８
月
５
日
の

３
回
、
釧
路
石
炭
火
力
発
電
所
で
爆

発
音
の
よ
う
な
音
が
起
き
ま
し
た
。

共
産
党
議
員
団
は
た
だ
ち
に
調
査

し
、
議
会
で
質
問
し
ま
し
た
。

　
異
常
音
は
、
セ
ン
サ
ー
に
ダ
ス
ト

が
た
ま
っ
て
炉
が
緊
急
停
止
、
高
圧

ガ
ス
を
放
出
し
た
た
め
に
起
き
た
も

の
で
す
。
し
か
も
３
回
目
は
、
人
為

的
ミ
ス
が
原
因
で
す
。

　
「
消
音
機
の
増
強
や
、
ダ
ス
ト
が

た
ま
り
に
く
く
な
る
よ
う
炉
の
改
修

を
会
社
に
求
め
よ
」と
質
問
す
る
と
、

市
は
新
し
い
技
術
を
取
り
入
れ
る
こ

と
や
、
ダ
ス
ト
の
た
ま
り
に
く
い
運

転
を
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
る
と
答

弁
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
爆
発
音
の
他
に
、
運
転

中
ず
っ
と
続
く
音
や
振
動
も
周
辺
住

民
を
悩
ま
せ
て
い
ま
す
。
市
に
対
策

を
求
め
ま
し
た
が
、「
本
格
稼
働
後

の
振
動
は
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た

す
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
不
調
を
訴

え
る
人
も
い

る
の
で
適
切

に
対
応
し
た

い
」
と
答
弁

し
ま
し
た
。

　共産党議員団は、「業務用の上下水道料金は６割が値上げとなり、今後４年ごと
に料金値上げが繰り返される恐れがある」と反対しました。

来年度から水道料金値上げが決定、共産党は反対へ！

　陳情者から提出されていた「よちよちひろば 新橋の再開を早期に求める陳情」
は、賛成少数で不採択となりました。

『よちよちひろば新橋 再開の陳情』が、賛成少数で不採択に！ 

工藤正志�議員 西村雅人 議員

梅津則行 議員

「ゆがみ・ひずみ」を感じる
アンケート結果に教育長は？

戦車が公道を走行『校則の課題』について

千島海溝沿いの大地震
の巨大津波に備えよ

他会派
は？

「水道料金値上げ」反対
「子育て支援センター再開」賛成

私
た
ち
は

音別・海光団地の５階建ての市営住宅を避難施設
として活用できないか。問
その建物も含めて、どのくらい津波があがるか検
討していく。答

大楽毛の消防支署と消防団を現地で合築して、避
難所として活用できないか。問
合築する方向で消防では進めている。避難施設と
して活用するかどうかは全庁的に協議していく。答

大楽毛南地域には津波避難タワーをつくるべきで
はないか。問
今回の津波想定を受けて検討したい。答

　日本共産党北海道議会議員団は
全道の道立高校191校のアンケート
結果から、校則を調査し、結果を
公表しました。
　こうした結果を受けて、ぜひ釧

路市での小・中・北陽高校でも１年に１回程度の校
則の実態調査を行い、学校の主役である児童・生徒
の意見や保護者・教員の声もよく聞いて、改善が必
要と判断した場合は早急に校則の改善を行うことが
必要ではないかと考えるが、教育委員会の見解を聞
きたいと質問しました。
　教育委員会からは、校則については絶えず積極的
に見直す必要があると捉えており、児童会・生徒会
などにおいて見直しを進めていくことが重要であ
り、今後も助言していきたいと考えている、との答
弁がありました。

① 「仲間に負けてられない」「みんなに置いていかれない
ようにしたい」という気持ちでやっている 16.３％

② ただ「テストで良い成績がとれればそれでいいのだ」
と自分に言い聞かせてやっている ３.1％

③ とにかく「日々の勉強のつらさに耐えるんだ」という
気持ちでやっている ２.８％


